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９
月
定
例
会
で
次
の
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た

　
第
４
回
市
議
会
定
例
会
は
、９
月
３
日
に
招
集
さ
れ
、９
月
27
日
ま
で

の
25
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
に
は
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
27
件
が
提
出
さ
れ
、本
会
議
、

委
員
会
、特
別
委
員
会
で
慎
重
に
審
議
の
結
果
、原
案
の
と
お
り
同
意
、可

決
及
び
認
定
し
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
決
ま
っ
た
こ
と
、議
案
に
対
す
る
審
議
の
状
況
は
次
の
と

お
り
で
す
。

令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

新
濃
尾
大
橋（
仮
称
）の
開
通
に
伴
う
記
念
式
典
が
実
施
さ
れ
ま
す

令
和
７
年
度
に
開
通
が
予
定
さ
れ
て
い
る
新
濃
尾
大
橋（
仮
称
）の
、
開

通
記
念
式
典
を
実
施
す
る
た
め
の
積
立
金
を
負
担
し
ま
す
。

開
通
式
の
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
は
。

現
時
点
で
は
、
開
通
式
と
記
念
セ

レ
モ
ニ
ー
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
イ
ベ
ン
ト

演
奏
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、
く
す
玉
開
披
、

渡
り
初
め
な
ど
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。

開
通
式
は
い
つ
行
う
予
定
か
。

開
通
式
に
つ
い
て
は
、
７
年
度
中

に
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

７
年
度
開
通
予
定
の
新
濃
尾
大
橋

（
仮
称
）の
業
務
委
託
を
行
う
と
い
う

こ
と
だ
が
、
業
務
委
託
す
る
内
容
は
。

新
濃
尾
大
橋
（
仮
称
）
に
お
け
る
開

通
式
典
業
務
委
託
と
し
て
、
イ
ベ
ン
ト

会
場
の
設
営
、
会
場
移
動
手
段
で
あ
る

大
型
バ
ス
の
手
配
、運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
、

図
面
等
資
料
作
成
な
ど
の
業
務
を
委
託

す
る
も
の
で
あ
る
。

工
事
の
進
捗
状
況
は
。

一
般
県
道
羽
島
稲
沢
線
の
新
濃
尾

大
橋
（
仮
称
）
の
橋
梁
及
び
取
付
道
路

の
道
路
改
良
事
業
に
つ
い
て
は
、
橋
梁

上
部
工
の
床
板
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
が

８
月
に
完
了
し
て
い
る
。
今
後
は
、
引

き
続
き
橋
面
舗
装
、
取
付
道
路
の
盛
土

工
、
舗
装
工
及
び
交
通
安
全
施
設
工
事

を
進
め
、
７
年
度
の
開
通
に
向
け
整
備

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

羽
島
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

こ
ど
も
施
策
の
推
進
を
図
る
た
め
、
条
例
改
正
を
行
い
ま
す

羽
島
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
に
お
い
て
、「
羽
島
市
こ
ど
も
計
画
」の

作
成
及
び
変
更
に
つ
い
て
審
議
で
き
る
よ
う
、
条
例
の
改
正
を
行
い
ま
す
。

こ
ど
も
計
画
作
成
の
目
的
は
。

こ
ど
も
基
本
法
で
は
、「
こ
ど
も

計
画
」
は
国
の
「
こ
ど
も
大
綱
」
を
勘
案

し
て
作
成
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

「
こ
ど
も
大
綱
」で
は
、全
て
の
こ
ど
も
・

若
者
が
、
身
体
的
・
精
神
的
・
社
会
的

に
幸
福
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
」
の
実
現
を

目
指
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
市
に
お

け
る
「
こ
ど
も
計
画
」
の
目
的
も
こ
の

理
念
と
同
様
の
も
の
と
考
え
て
い
る
。

こ
ど
も
計
画
の
内
容
は
。

こ
ど
も
自
身
が
権
利
の
主
体
で
あ

る
こ
と
な
ど
、
こ
ど
も
基
本
法
の
趣
旨

や
内
容
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
た

め
の
施
策
等
が
考
え
ら
れ
る
。
ほ
か
に

も
、「
子
ど
も
の
貧
困
対
策
推
進
計
画
」

「
子
ど
も
・
若
者
計
画
」「
少
子
化
対
策

に
よ
る
事
項
」
な
ど
、
既
存
の
法
律
に

基
づ
く
計
画
等
の
内
容
も
盛
り
込
む
。

策
定
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

「
羽
島
市
こ
ど
も
計
画
」
の
素
案
を

作
成
し
、
令
和
６
年
12
月
に
開
催
予
定

の
羽
島
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
で
審

議
い
た
だ
く
。
そ
の
後
、
委
員
の
意
見

を
反
映
さ
せ
た
計
画
案
を
、
７
年
１
月

よ
り
約
１
か
月
間
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
に
て
公
表
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
出
た
意
見
を

反
映
等
し
た
後
、
２
月
頃
に
開
催
予
定

の
羽
島
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
で
最

終
案
を
審
議
し
、
３
月
に
「
羽
島
市
こ

ど
も
計
画
」
の
完
成
を
予
定
し
て
い
る
。

条
例
案
で
、「
子
ど
も
」と「
こ
ど

も
」が
併
用
さ
れ
て
い
る
理
由
は
。

根
拠
と
な
る
法
律
に
よ
っ
て
異
な

る
記
載
を
し
て
い
る
。
主
な
違
い
は
対

象
年
齢
で
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法

に
基
づ
く
「
子
ど
も
」
は
同
法
で
「
18
歳

に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月
31
日

ま
で
の
間
に
あ
る
者
」
と
定
義
さ
れ
て
い

る
。
こ
ど
も
基
本
法
に
基
づ
く「
こ
ど
も
」

は
「
心
身
の
発
達
の
過
程
に
あ
る
者
」
と

定
義
さ
れ
て
お
り
、
一
定
の
年
齢
で
上

限
を
画
し
て
い
な
い
。
守
ら
れ
る
べ
き

権
利
や
必
要
な
支
援
、
サ
ー
ビ
ス
が
年

齢
に
よ
っ
て
一
律
、
直
ち
に
断
ち
切
ら

れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
「
こ
ど
も
」
の
概

念
が
広
く
捉
え
ら
れ
て
お
り
、
本
市
の

「
こ
ど
も
計
画
」
に
お
け
る
「
こ
ど
も
」
の

定
義
は
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
で
の
議

論
を
踏
ま
え
検
討
し
て
い
く
。

質　
疑

令
和
５
年
度
決
算
認
定

今
定
例
会
に
上
程
さ
れ
た
議
案
の

う
ち
、
決
算
認
定
案
件
に
つ
い
て
は
予

算
決
算
特
別
委
員
会
に
お
い
て
審
査
し

ま
し
た
。

全
体
の
自
治
会
加
入
率
と
、
最
も

高
い
町
及
び
最
も
低
い
町
の
加
入
率

は
。

令
和
６
年
４
月
１
日
時
点
で
、
全

体
は
70
・
６
％
、
最
も
高
い
町
で
82
・

５
％
、
最
も
低
い
町
で
55
・
０
％
と
な
っ

て
い
る
。

能
登
半
島
地
震
へ
の
支
援
職
員
数

と
提
供
し
た
支
援
物
資
は
。

令
和
６
年
１
月
か
ら
３
月
末
ま
で

に
お
け
る
支
援
職
員
数
は
、
実
人
数
42

名
、
日
換
算
で
延
べ
２
３
０
人
で
あ
る
。

支
援
物
資
は
、
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
を
40

台
提
供
し
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業
の
令
和

５
年
度
の
採
算
は
い
く
ら
に
な
る
か
。

５
年
度
に
市
が
受
領
し
た
ふ
る
さ

と
納
税
寄
附
金
額
か
ら
、
経
費
と
な
る

ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業
費
と
、
市
民

が
他
自
治
体
へ
ふ
る
さ
と
納
税
を
行
っ

た
こ
と
に
よ
る
６
年
度
課
税
分
に
お
け

る
個
人
市
民
税
の
寄
附
金
に
係
る
税
額

控
除
額
を
差
し
引
く
と
、
５
年
度
は
年

間
約
５
１
３
９
万
円
の
マ
イ
ナ
ス
と
な

る
が
、
交
付
税
措
置
を
反
映
す
る
と
約

８
５
０
３
万
円
の
プ
ラ
ス
と
な
る
。

市
公
式
L
I
N
E
ア
カ
ウ
ン
ト
の

登
録
者
数
と
、
人
口
カ
バ
ー
率
は
。

登
録
者
数
は
９
月
17
日
時
点
で

９
８
９
８
人
と
な
っ
て
い
る
。
受
信
設

定
の
「
地
域
」
デ
ー
タ
か
ら
分
析
す
る

と
、「
市
内
を
選
択
し
て
い
な
い
人
」

等
の
合
計
が
１
４
７
３
人
と
な
っ
て
お

り
、
そ
れ
以
外
の
設
定
を
し
て
い
る
人

を
市
民
と
想
定
す
る
と
、
人
口
カ
バ
ー

率
は
約
12
・
７
％
で
あ
る
。

歴
史
民
俗
資
料
館
の
照
明
器
具

L
E
D
更
新
工
事
後
の
電
気
使
用
量

と
、
工
事
前
の
使
用
量
の
増
減
は
。

工
事
後
の
令
和
５
年
10
月
か
ら

６
年
３
月
ま
で
の
電
気
使
用
量
の

合
計
が
９
８
４
７
k
W
h
、
４
年
度

10
月
か
ら
５
年
３
月
ま
で
の
合
計
が

１
万
６
６
１
６
ｋ
W
ｈ
で
、
６
７
６
９

k
W
h
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。

令
和
５
年
度
羽
島
市
水
道
事
業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

水
道
管
の
基
幹
管
路
の
耐
震
化
を
進
め
て
い
ま
す

能
登
半
島
地
震
で
は
、
地
震
に
よ
る
液
状
化
な
ど
で
多
く
の
地
域
で
断

水
が
起
こ
り
ま
し
た
。
市
で
は
、
水
道
管
の
耐
震
化
を
計
画
的
に
実
施
す

る
と
と
も
に
、
A
I
を
活
用
し
た
効
率
的
な
漏
水
調
査
を
行
い
ま
す
。

市
の
耐
震
化
実
施
比
率
は
。

令
和
５
年
度
に
基
幹
管
路
の
耐
震

化
を
約
８
２
９
ｍ
施
工
し
て
お
り
、
５

年
度
末
で
約
３
万
２
０
３
３
ｍ
が
耐
震

化
済
み
と
な
っ
て
い
る
。
基
幹
管
路
の

全
延
長
６
万
２
０
５
４
ｍ
に
対
し
、
耐

震
化
適
合
率
は
51
・
６
％
と
な
っ
て
い

る
。
国
の
目
標
で
あ
る
４
年
度
末
の

50
％
に
続
き
、
７
年
度
末
54
％
、
10
年

度
末
60
％
に
向
け
て
整
備
し
て
い
く
。

年
間
配
水
量
が
２
万
９
０
３
３

㎥
の
減
少
に
対
し
、
年
間
給
水
量
が

８
万
６
７
６
３
㎥
の
減
少
と
、
配
水
量

と
給
水
量
の
差
が
ひ
ろ
が
っ
て
い
る
。

ど
の
よ
う
な
理
由
が
考
え
ら
れ
る
か
。

管
路
の
老
朽
化
に
よ
る
影
響
と

考
え
て
い
る
。
５
年
度
は
漏
水
が
約

１
７
０
件
発
生
し
て
お
り
、
４
年
度
と

比
較
し
て
約
60
件
減
少
し
て
い
る
が
、

有
収
率
が
低
下
し
て
い
る
た
め
、
確
認

で
き
て
い
な
い
小
規
模
な
漏
水
が
発
生

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、

６
年
度
に
は
新
た
に
A
I
に
よ
る
衛
星

画
像
解
析
技
術
を
用
い
た
解
析
を
行
う

こ
と
で
、
現
在
あ
る
い
は
将
来
に
漏
水

が
発
生
す
る
可
能
性
が
高
い
管
路
を
明

ら
か
に
し
、
音
聴
調
査
や
管
路
更
新
計

画
等
へ
活
用
し
て
い
く
。

令和７年度に開通が予定されている新濃尾大橋（仮称）

羽
島
市
体
育
施
設
建
設
整
備
基
金

積
み
立
て
に
つ
い
て
、
総
合
体
育
館
建

設
に
対
す
る
市
の
見
解
は
。

現
在
は
財
政
状
況
に
よ
り
、
既
存

施
設
の
改
修
及
び
修
繕
を
優
先
し
て
い

る
が
、
体
育
施
設
の
計
画
的
な
整
備
に

向
け
、
同
基
金
の
積
み
立
て
が
継
続
で

き
る
よ
う
、
財
務
担
当
課
と
協
議
を

行
っ
て
い
く
。
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家
庭
系
可
燃
ご
み
袋
、
家
庭
系
不

燃
ご
み
袋
、
粗
大
ご
み
の
戸
別
収
集
、

粗
大
ご
み
の
処
理
の
そ
れ
ぞ
れ
の
手
数

料
収
入
は
ど
れ
だ
け
か
。

家
庭
系
可
燃
ご
み
袋
の
処
理
手
数

料
収
入
は
７
３
６
９
万
２
０
０
０
円
、

家
庭
系
不
燃
ご
み
袋
の
処
理
手
数
料
収

入
は
３
７
７
万
円
、
粗
大
ご
み
の
処
理

手
数
料
収
入
は
９
７
９
万
６
０
０
円

で
、
そ
の
う
ち
戸
別
収
集
分
は
、
処
理

手
数
料
、収
集
運
搬
手
数
料
あ
わ
せ
て
、

１
１
３
万
２
６
０
０
円
で
あ
る
。

能
登
半
島
地
震
の
よ
う
な
災
害
が

あ
っ
た
場
合
の
火
葬
体
制
は
。

大
規
模
災
害
が
発
生
し
火
葬
場
の

稼
働
が
で
き
な
い
場
合
は
、「
岐
阜
県

広
域
火
葬
計
画
」
に
基
づ
き
、
県
に
広

域
火
葬
の
応
援
を
要
請
す
る
。
県
は
被

災
市
町
村
ご
と
に
火
葬
場
の
割
り
振
り

を
行
い
、
応
援
を
承
諾
し
た
火
葬
場
設

置
市
町
村
等
と
火
葬
の
実
施
方
法
等
に

つ
い
て
調
整
を
行
う
。
さ
ら
に
広
域
の

場
合
は
、
県
が
締
結
し
て
い
る
「
中
部

９
県
災
害
時
等
の
火
葬
の
相
互
応
援
に

関
す
る
覚
書
」
に
基
づ
き
応
援
要
請
が

行
わ
れ
る
。

学
校
給
食
に
お
け
る
１
食
当
た
り

の
食
材
費
は
平
均
い
く
ら
か
。

児
童
、
生
徒
の
１
食
当
た
り
の
平

均
食
材
費
は
、
約
３
０
５
円
で
あ
る
。

令
和
５
年
度
分
と
過
年
度
分
を
合

計
し
た
学
校
給
食
費
の
収
入
未
済
額

１
４
５
６
万
４
２
１
０
円
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
て
い
る
か
。

羽
島
市
債
権
管
理
条
例
や
未
納
者

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
則
り
、
督
促
や
再

三
の
催
告
を
実
施
し
て
い
る
。
過
年
度

分
は
、
３
年
度
か
ら
弁
護
士
に
催
告
書

の
発
送
な
ど
、
債
権
回
収
業
務
を
委
託

し
て
お
り
、
５
年
度
か
ら
は
支
払
い
の

意
思
が
見
受
け
ら
れ
な
い
人
に
対
し
て

裁
判
所
へ
の
法
的
措
置
を
実
施
し
て
い

る
。
弁
護
士
に
委
託
す
る
こ
と
で
お
お

よ
そ
５
５
０
万
円
を
回
収
し
て
い
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
件

数
と
保
有
率
は
。

令
和
５
年
度
末
の
交
付
枚
数
は

５
万
５
３
０
２
枚
で
あ
る
。
ま
た
、
６
年
８

月
末
時
点
の
交
付
枚
数
は
５
万
６
５
８
２

枚
で
、
保
有
率
は
78
・
３
％
で
あ
る
。

市
民
病
院
に
お
け
る
マ
イ
ナ
保
険

証
の
利
用
率
は
。

国
か
ら
示
さ
れ
て
い
る
直
近
の
令

和
６
年
７
月
診
療
分
に
お
け
る
利
用
率

は
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
人
数
を
外

来
の
レ
セ
プ
ト
請
求
件
数
で
割
り
か
え

し
た
も
の
で
、
12
・
46
％
で
あ
る
。

市
内
保
育
園
等
で
実
施
さ
れ
て
い

る「
一
時
預
か
り
事
業
」の
、
令
和
５

年
度
の
利
用
人
数
は
。

保
護
者
の
急
病
や
育
児
疲
れ
解
消

な
ど
の
た
め
に
一
時
的
に
児
童
を
預
か

る
事
業
で
、
保
育
園
等
で
一
時
的
に
未

就
園
児
の
預
か
り
を
実
施
す
る
一
般
型

の
延
べ
利
用
児
童
数
は
８
０
３
人
、
幼

稚
園
や
認
定
こ
ど
も
園
に
在
園
す
る
児

童
に
対
し
て
、
教
育
時
間
の
前
後
や
休

日
及
び
長
期
休
業
日
の
預
か
り
を
実
施

す
る
幼
稚
園
型
は
１
万
５
２
３
４
人
と

な
っ
て
い
る
。

出
産
・
子
育
て
応
援
ギ
フ
ト
の
内

容
は
。妊

婦
や
子
育
て
世
帯
を
対
象
と
し

た
支
援
事
業
で
、
妊
娠
届
出
時
に
５
万

円
、
出
生
届
出
後
に
５
万
円
の
現
金
等

を
支
給
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ

の
事
業
に
よ
る
現
金
の
支
給
は
令
和
５

年
９
月
30
日
ま
で
で
終
了
し
、
10
月
１

日
か
ら
は
、
カ
タ
ロ
グ
ギ
フ
ト
か
ら
選

択
す
る
子
育
て
関
連
商
品
な
ど
を
現
物

支
給
す
る
方
式
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。

徘
徊
高
齢
者
の
早
期
保
護
の
た
め

に
ど
の
よ
う
な
事
業
を
行
っ
た
か
。

認
知
症
と
診
断
さ
れ
た
人
な
ど
、

徘
徊
の
恐
れ
が
あ
る
人
を
対
象
に
、
身

元
確
認
が
容
易
と
な
る
見
守
り
シ
ー
ル

を
配
布
す
る
「
見
守
り
S
O
S
事
業
」

を
行
っ
た
。
見
守
り
シ
ー
ル
を
杖
や
靴

な
ど
に
貼
る
こ
と
で
、
保
護
さ
れ
た
と

き
に
身
元
を
確
認
で
き
る
も
の
と
な
っ

て
い
る
。

市
内
住
宅
の
耐
震
化
率
は
。

平
成
30
年
度
の
住
宅
・
土
地
統
計

調
査
に
基
づ
く
推
計
値
で
、
84
％
と

な
っ
て
い
る
。

雨
水
出
水
浸
水
想
定
区
域
指
定
に

向
け
た
検
討
業
務
の
、
令
和
５
年
度
の

作
業
内
容
と
現
在
の
進
捗
状
況
は
。

５
年
度
に
は
、
雨
水
出
水
浸
水
想

定
区
域
の
指
定
を
行
う
た
め
、
現
況
把

握
を
行
う
と
と
も
に
、
施
設
情
報
の
整

理
、
解
析
範
囲
、
解
析
手
法
な
ど
の
基

本
方
針
の
検
討
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
ま
た
、現
在
は
基
本
方
針
を
基
に
、

市
内
全
域
を
対
象
と
し
た
想
定
最
大
規

模
降
雨
に
よ
る
浸
水
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
解
析
を
進
め
て
い
る
。

人
事
案
件

羽
島
市
教
育
委
員
会
委
員
に

𠮷
川　
功
さ
ん（
桑
原
町
）

委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
新
た

に
𠮷
川
さ
ん
を
委
員
に
任
命
し
た
い
旨

の
議
案
が
提
出
さ
れ
、同
意
し
ま
し
た
。

議
員
派
遣

・
11
月
12
日
の
中
濃
十
市
議
会
議
長
会

議
員
研
修
会
に
議
員
を
派
遣
し
ま
す
。

「
議
会
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い

て
」
と
題
し
た
講
演
を
受
講
し
ま
す
。

・
11
月
21
日
の
市
町
村
議
会
議
員
セ
ミ

ナ
ー
に
議
員
を
派
遣
し
ま
す
。
「
自
治

体
議
会
の
ズ
レ
、
そ
の
分
析
と
補
正
」

と
題
し
た
講
演
を
受
講
し
ま
す
。

議案の賛否一覧
※賛否が分かれたもののみ掲載しています。

第４回（９月）定例会　議案の審議結果
◎…全会一致で可決　〇…賛成多数で可決　×…賛成少数で否決　

審議結果：◎…可決　 ×…否決
賛否状況：〇…賛成　 ●…反対　 議…議長のため採決に加わらない　
　　　　　欠…欠席　 棄…棄権　 除…除斥
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﨑
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二議案番号 件　　　名

議第54号 羽島市国民健康保険条例の一部を改正する条例について ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇

認第1号 令和５年度羽島市一般会計歳入歳出決算の認定について ◎ 〇 〇 〇 ● 〇 ● 〇 〇 〇 議 〇 ● 〇 〇 〇 ● ● 〇

認第2号
令和５年度羽島市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認
定について

◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇

認第7号
令和５年度羽島市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の
認定について

◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇

認第10号 令和５年度羽島市下水道事業会計決算の認定について ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇

議 案 番 号 件　　　名 審議結果

報第８号 令和５年度羽島市健全化判断比率の報告につい
て ◎

報第9号 令和５年度羽島市資金不足比率の報告について ◎

報第10号 放棄した債権の報告について ◎

議第49号 羽島市教育委員会委員の任命について ◎

議第50号 羽島市非常勤の特別職職員の報酬及び費用弁償
に関する条例の一部を改正する条例について ◎

議第51号 羽島市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部
を改正する条例について ◎

議第52号 羽島市福祉医療費助成に関する条例の一部を改
正する条例について ◎

議第53号 羽島市子ども・子育て会議条例の一部を改正す
る条例について ◎

議第54号 羽島市国民健康保険条例の一部を改正する条例
について 〇

議第55号

羽島市地域包括支援センターの包括的支援事業
の実施に係る基準を定める条例及び羽島市指定
介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指
定介護予防支援等に係る介護予防のための効果
的な支援の方法に関する基準等を定める条例の
一部を改正する条例について

◎

議第56号 令和６年度羽島市一般会計補正予算（第５号） ◎

議第57号 令和６年度羽島市国民健康保険特別会計補正予
算（第２号） ◎

議第58号 令和６年度羽島市介護保険特別会計補正予算
（第１号） ◎

議第59号
令和６年度羽島市水道事業会計補正予算（第２
号）

◎

議第60号 市道路線の変更について ◎

議 案 番 号 件　　　名 審議結果

議第61号 市道路線の認定について ◎

認第1号
令和５年度羽島市一般会計歳入歳出決算の認定
について

〇

認第2号
令和５年度羽島市国民健康保険特別会計歳入歳
出決算の認定について

〇

認第3号
令和５年度羽島市介護保険特別会計歳入歳出決
算の認定について

◎

認第4号
令和５年度羽島市・羽島郡二町介護認定審査会
事業特別会計歳入歳出決算の認定について

◎

認第5号
令和５年度羽島市インター北土地区画整理事業
特別会計歳入歳出決算の認定について

◎

認第6号
令和５年度羽島市駅北本郷土地区画整理事業特
別会計歳入歳出決算の認定について

◎

認第7号
令和５年度羽島市後期高齢者医療特別会計歳入
歳出決算の認定について

〇

認第8号
令和５年度羽島市病院事業会計決算の認定につ
いて

◎

認第9号
令和５年度羽島市水道事業会計決算の認定につ
いて

◎

認第10号
令和５年度羽島市下水道事業会計決算の認定に
ついて

〇

議第62号 令和６年度羽島市一般会計補正予算（第６号） ◎

議員派遣について ◎
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あわづ　あきら

粟 津 　 明
自民クラブ

２ 粟津　　明 議員　6P

３ 後藤　　徹 議員　7P

４ 豊島　保夫 議員　7P

12 安藤　　誠 議員   10P

令和 6 年
9 月定例会

14
議
員
が
市
政
を
問
う

一
般
質
問※一般質問については議員の責任において掲載しております。

内容等に関するご意見は、直接議員へお尋ねください。

各
議
員
の
Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
こ
と
で
、

一
般
質
問
の
録
画
中
継
を
視
聴
で
き
ま
す
。

5 佐藤　　健 議員　7P

14 南谷　清司 議員   10P

11 山田　紘治 議員   9P

13 川柳　雅裕 議員   10P

1 南谷　佳寛 議員 　6P

羽
島
市
政
の
評
価
と
課
題
に
つ
い
て

松
井
市
政
12
年
間
の
政
策
評
価
と
今
後
の
政
策
課

題
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

市
長
就
任
時
か
ら
一
貫
し
て
「
市
民
第
一
主
義
」
の

基
本
理
念
の
下
、
市
民
の
皆
様
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉

え
、
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
活
用
し
「
選
択
と
集
中
」

に
よ
り
施
策
の
推
進
に
邁
進
し
、
次
元
の
高
い
政
策
を

職
員
と
と
も
に
企
画
・
実
行
す
る
た
め
行
財
政
改
革
に

取
り
組
み
、
信
頼
さ
れ
る
行
政
執
行
に
努
め
て
き
た
。

そ
の
結
果
、
新
幹
線
岐
阜
羽
島
駅
と
名
神
高
速
道
路
岐

阜
羽
島
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
に
お
い
て
宅
地
化
の

進
展
、
企
業
の
進
出
、
飲
食
店
等
の
出
店
に
よ
り
、
新

た
な
人
の
流
れ
が
生
ま
れ
、
近
年
、
毎
年
公
表
さ
れ
る

地
価
公
示
や
基
準
地
価
に
お
い
て
市
内
の
土
地
が
県
内

の
価
格
上
昇
率
に
お
い
て
上
位
地
点
に
ラ
ン
ク
す
る
な

ど
、
ま
ち
づ
く
り
の
成
果
が
客
観
的
な
数
字
と
し
て
表

れ
て
き
た
。
ま
た
、
最
大
の
行
政
課
題
で
あ
っ
た
次
期

ご
み
処
理
施
設
建
設
事
業
を
推
進
し
、
令
和
３
年
11
月

に
は
長
年
の
懸
案
事
項
で
あ
っ
た
市
役
所
新
庁
舎
を
開

庁
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
は
、
多
様
化
す
る
課
題

に
的
確
に
対
応
し
、
持
続
可
能
な
地
域
社
会
を
形
成
し

て
、
恵
ま
れ
た
交
通
利
便
性
を
生
か
し
た
生
活
基
盤
の

充
実
を
図
り
、
情
報
発
信
に
努
め
、
市
民
と
問
題
意
識

を
共
有
し
、
協
調
・
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
・
ひ
と

づ
く
り
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

羽
島
市
民
病
院
の
経
営
方
針
に
つ
い
て

令
和
５
年
度
決
算
で
約
８
億
３
０
０
０
万
円
の
純
損

失
が
あ
る
。
近
隣
で
経
営
改
善
し
た
市
民
病
院
も
あ
る

と
の
こ
と
だ
が
、
市
長
に
な
っ
て
12
年
間
、
大
き
な
変

革
は
見
え
な
い
。
今
後
の
市
長
の
考
え
は
。

県
内
に
は
当
院
よ
り
経
営
状
況
の
厳
し
い
公
立
病

院
は
複
数
あ
る
。
医
療
の
提
供
量
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、

専
門
外
来
の
開
設
等
、
経
営
強
化
の
方
策
を
推
進
す
る
。

令
和
７
年
度
予
算
編
成
に
向
け
た
考
え
方
に
つ

い
て令

和
６
年
度
の
公
園
維
持
管
理
業
務
の
予
算
額
は
、

２
年
度
と
比
較
し
て
１
０
０
０
万
円
強
も
増
加
し
て
い

る
。
以
前
は
公
園
ご
と
の
個
別
発
注
で
あ
っ
た
の
に
、

大
垣
一
宮
線
を
境
に
南
北
で
２
社
に
発
注
し
て
い
る
が
、

高
く
な
っ
た
要
因
で
は
な
い
か
。

新
た
な
公
園
の
増
加
で
面
積
が
増
え
た
こ
と
や
、

人
件
費
や
材
料
費
の
高
騰
が
主
な
要
因
で
あ
る
。

市
長
部
局
が
行
う
市
政
70
周
年
の
市
民
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
の
予
算
額
５
１
６
万
円
は
、
文
化
セ
ン
タ
ー
が
自

主
事
業
と
し
て
行
っ
た
際
の
事
業
費
約
１
０
０
万
円
と

比
較
し
、
５
倍
に
膨
ら
ん
で
い
る
。
お
金
が
な
い
と

言
っ
て
い
る
の
に
、
増
額
に
な
っ
た
理
由
は
。

文
化
セ
ン
タ
ー
へ
の
使
用
料
約
１
５
０
万
円
や
、

出
演
料
、
舞
台
衣
装
代
等
が
高
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

みなたに　よしひろ

南 谷 佳 寛
自民清和会

10 近藤　伸二 議員   9P

9 原　　一郎 議員   9P

さとう　けん

佐 藤 　 健
日本維新の会

m
o
b
i
に
つ
い
て

今
後
の
延
長
の
見
通
し
は
。

国
土
交
通
省
の
補
助
金
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
令
和
７
年
９
月
ま
で
継
続
す
る
。
10
月
か
ら
は
運

行
開
始
が
現
在
の
午
前
８
時
か
ら
７
時
に
変
更
と
な
る

な
ど
、
事
業
拡
充
を
図
る
予
定
と
聞
い
て
い
る
。

増
加
し
た
停
留
所
を
入
れ
た
図
面
の
配
布
は
。

10
月
以
降
は
運
行
時
間
の
変
更
等
が
あ
る
た
め
新

た
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
す
る
予
定
と
聞
い
て
い
る
。

予
約
機
能
の
導
入
や
、
同
乗
の
余
地
を
広
く
す
る

設
定
、
ま
た
乗
車
受
付
停
止
の
減
少
策
は
。

10
月
か
ら
ア
プ
リ
及
び
電
話
で
の
事
前
予
約
制
度

を
導
入
す
る
予
定
と
の
こ
と
。
ま
た
、
乗
り
合
わ
せ
の

状
況
や
配
車
が
で
き
て
い
な
い
時
間
帯
等
は
、
実
証
実

験
の
中
で
効
率
的
な
運
行
方
法
が
検
討
さ
れ
る
。

情
報
公
開
の
様
式
の
あ
り
方
に
つ
い
て

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
様
式
を
実
施
機
関
ご
と
に
設
定

し
て
は
。

今
後
、
公
文
書
公
開
請
求
す
る
人
が
分
か
り
や
す

い
よ
う
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
案
内
の
充
実
を
図
る
。

様
式
の
取
り
違
え
に
よ
る
教
示
誤
り
事
例
が
発
生

し
た
が
、
混
乱
防
止
策
は
。

情
報
公
開
に
つ
い
て
実
施
機
関
ご
と
に
取
り
扱
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
を
改
め
て
周
知
し
て
い
く
。

羽
島
市
内
に
設
置
の
案
内
看
板
、標
識
等
の
管

理
に
つ
い
て

羽
島
中
学
校
の
南
側
の
道
路
附
帯
地
に
あ
る
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
な
ど
の
管
理
は
。

こ
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
管
理
は
、
道
路
管
理
を

行
っ
て
い
る
土
木
監
理
課
で
行
っ
て
い
る
。
市
有
地
に

寄
附
を
受
け
設
置
さ
れ
た
物
件
は
、
採
納
し
た
所
管
部

署
で
管
理
を
行
う
。

猛
暑
へ
の
対
応
に
つ
い
て

学
校
の
ク
ー
ラ
ー
等
が
未
設
置
の
特
別
教
室
へ
の

対
応
は
。

小
学
校
で
は
図
書
室
、
音
楽
室
及
び
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
室
に
整
備
し
、
中
学
校
で
は
図
書
室
、
理
科
室
及

び
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
室
に
整
備
し
た
。
令
和
３
年
度
に

は
中
学
校
・
義
務
教
育
学
校
の
音
楽
室
、
美
術
室
、
被

服
室
及
び
木
工
室
等
に
設
置
し
た
。

屋
内
体
育
館
等
へ
の
対
応
は
。

屋
内
運
動
場
の
空
調
整
備
に
つ
い
て
は
、
児
童
・

生
徒
の
熱
中
症
対
策
及
び
運
動
不
足
の
解
消
に
加
え
、

災
害
時
の
指
定
避
難
所
と
し
て
の
利
用
も
想
定
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
防
災
機
能
強
化
の
面
に
お
い
て
も
、
そ
の

必
要
性
・
重
要
性
は
増
し
て
い
る
。
今
後
の
空
調
設
備

の
整
備
に
つ
い
て
は
、
市
の
財
政
状
況
等
を
鑑
み
、
段

階
的
、
計
画
的
な
導
入
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

緊
急
通
報
時
の
映
像
通
報
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

映
像
通
報
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
所
見
と
導
入
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

元
々
、
消
防
・
救
急
現
場
の
声
か
ら
つ
く
ら
れ
た

シ
ス
テ
ム
で
、
利
用
す
る
現
場
か
ら
は
高
く
評
価
さ
れ

導
入
す
る
消
防
本
部
が
年
々
増
え
て
い
る
。
導
入
に
つ

い
て
は
、
令
和
７
年
度
に
予
定
し
て
い
る
。
「
消
防
緊

急
通
信
指
令
施
設
」
と
併
せ
て
整
備
し
、
８
年
度
か
ら

運
用
を
開
始
す
る
予
定
で
あ
る
。

聴
覚
補
助
器
等
の
積
極
的
な
活
用
に
つ
い
て

高
齢
者
が
聴
覚
補
助
器
を
適
切
に
選
択
で
き
る
環

境
整
備
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

身
体
障
害
者
手
帳
を
取
得
し
た
人
は
、
障
害
者
総

合
支
援
法
に
基
づ
く
補
装
具
費
支
給
制
度
に
よ
る
補
聴

器
の
購
入
費
、
修
理
費
の
支
給
が
受
け
ら
れ
る
。
身
体

障
害
者
手
帳
の
交
付
対
象
と
な
ら
な
い
軽
度

・
中
等
度

難
聴
の
人
は
、
現
時
点
で
国

・
県
の
公
的
補
助
制
度
は

な
い
が
、
市
単
独
で
の
補
助
制
度
の
創
設
に
つ
い
て
、
他

市
の
状
況
を
踏
ま
え
検
討
し
て
い
く
。

軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
を
市
民
病
院
に
導
入
す
る
考

え
は
。市

役
所
で
の
導
入
実
績
を
踏
ま
え
、
市
民
病
院
で

試
験
的
に
導
入
し
、
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
た
上
で
、
慎
重

に
検
討
を
進
め
て
い
く
。

ごとう　とおる

後 藤 　 徹
公明党

とよしま　やすお

豊 島 保 夫
元気・羽島クラブ

8 河﨑　周平 議員   8P

6 花村　　隆 議員　8P

7 堀　　隆和 議員　8P
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はなむら　たかし

花 村 　 隆
日本共産党
羽島市議団

かわさき   しゅうへい

河 﨑 周 平
自民清和会

防
災
に
つ
い
て

令
和
６
年
１
月
１
日
、
震
度
７
を
観
測
し
た
能
登

半
島
地
震
が
発
生
し
た
。
８
月
８
日
に
は
宮
崎
県
で
最

大
６
弱
の
揺
れ
が
あ
り
、
そ
の
後
気
象
庁
は
巨
大
地
震

注
意
の
臨
時
情
報
を
運
用
後
初
め
て
発
表
し
た
。
消
防

庁
は
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
防
災
対
策
推
進
地
区
に
対
し

て
、
避
難
体
制
の
準
備
な
ど
を
住
民
に
呼
び
か
け
る
よ

う
求
め
る
通
知
を
出
し
、
市
も
そ
の
対
象
と
な
っ
た
。

市
で
は
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
で
震
度
６
弱
の
揺
れ
が
想

定
さ
れ
て
い
る
。
６
年
の
木
造
住
宅
耐
震
診
断
、
木
造

住
宅
改
修
工
事
補
助
へ
の
申
し
込
み
は
何
件
で
、
６
年

度
の
予
算
枠
は
何
件
の
申
し
込
み
に
対
応
で
き
る
か
。

８
月
31
日
時
点
で
、
木
造
住
宅
耐
震
診
断
は
20
件
、

木
造
住
宅
耐
震
改
修
工
事
費
補
助
は
１
件
の
申
し
込
み

で
あ
る
。
６
年
度
の
予
算
枠
は
、
木
造
住
宅
耐
震
診
断

は
20
件
、
木
造
住
宅
耐
震
改
修
工
事
費
補
助
は
２
件
で

あ
る
。木

造
住
宅
耐
震
診
断
に
つ
い
て
は
、
８
月
31
日
ま

で
の
５
か
月
間
で
予
算
の
枠
が
終
了
し
て
い
る
。
直
ち

に
補
正
予
算
を
組
ん
で
７
年
３
月
ま
で
の
耐
震
診
断
の

要
望
に
応
え
る
べ
き
で
あ
る
。

耐
震
診
断
の
要
望
が
、
予
算
枠
に
達
し
て
い
る
事

に
は
着
目
し
て
い
る
。
増
枠
を
補
正
予
算
で
行
う
か
、

新
年
度
予
算
で
行
う
か
に
つ
い
て
は
、
積
極
的
に
検
討

し
て
い
き
た
い
。

高
齢
者
等
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
に
つ

い
て羽

島
市
老
人
ク
ラ
ブ
の
10
年
前
、
５
年
前
、
令
和

６
年
度
の
会
員
数
と
加
入
率
は
。

平
成
26
年
度
が
会
員
数
７
７
６
８
人
で
加
入
率

36
・
６
％
、
令
和
元
年
度
が
５
６
４
４
人
で
25
・
５
％
、

６
年
度
が
３
６
２
３
人
で
15
・
９
％
で
あ
る
。

羽
島
温
泉
の
施
設
整
備
の
考
え
は
。
雨
漏
り
を
す

る
と
聞
く
が
、
現
在
の
修
繕
状
況
は
。

６
年
度
は
２
基
あ
る
ボ
イ
ラ
ー
の
う
ち
１
基
の
更

新
を
す
る
。
雨
漏
り
の
修
繕
は
現
在
、
行
っ
て
い
な
い
。

羽
島
市
南
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
施
設
に
つ

い
て調

理
場
は
空
調
設
備
が
な
く
暑
い
た
め
、
空
調
服

を
着
て
の
勤
務
と
聞
く
が
、
状
況
は
。

令
和
４
年
度
よ
り
、
調
理
に
関
わ
る
職
員
に
白
衣

型
の
空
調
服
を
支
給
し
て
い
る
。

調
理
場
は
、「
学
校
給
食
衛
生
管
理
基
準
」で
あ
る

温
度
25
度
以
下
、
湿
度
80
％
以
下
に
合
致
し
て
い
な
い

が
、
今
後
の
対
応
は
。

調
理
場
の
温
度
に
関
し
て
は
、
安
全
な
給
食
の
提

供
は
も
と
よ
り
、
調
理
員
の
暑
さ
に
よ
る
疲
労
や
注
意

力
散
漫
に
よ
る
ケ
ガ
や
事
故
等
の
誘
発
原
因
と
な
ら
な

い
よ
う
、
設
備
整
備
の
検
討
を
進
め
た
い
。

中
学
校
文
化
部
の
休
日
部
活
動
に
お
け
る
地
域

移
行
に
つ
い
て

休
日
部
活
動
の
地
域
移
行
の
現
状
は
。

市
内
各
中
学
校
に
あ
る
11
の
文
化
部
活
動
を
段
階

的
に
移
行
で
き
る
よ
う
、
市
内
３
つ
の
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
令
和
６
年
度
中
に
立
ち
上
げ
る
団
体

を
移
行
先
と
し
て
予
定
し
て
い
る
。
７
年
１
月
か
ら
試

行
的
に
一
部
の
休
日
文
化
部
活
動
を
地
域
移
行
し
、
そ

の
他
の
文
化
部
活
動
は
７
年
度
以
降
、
計
画
的
に
地
域

移
行
を
進
め
て
い
け
る
よ
う
検
討
を
重
ね
て
い
る
。

部
活
動
地
域
移
行
か
ら
考
え
る
市
の
未
来
像
は
。

部
活
動
の
地
域
移
行
に
よ
る
効
果
と
し
て
、
学
校

単
位
か
ら
市
内
全
域
で
の
活
動
に
変
わ
る
こ
と
で
生
徒

の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
多
様
で
豊
か
な
活
動
を
提
供
で
き

る
と
考
え
る
。
自
校
に
開
設
さ
れ
て
い
な
い
部
活
動
に

参
加
で
き
る
こ
と
、
専
門
的
な
指
導
を
継
続
し
て
受
け

ら
れ
る
こ
と
、
平
日
は
運
動
部
、
休
日
は
文
化
部
の
活

動
に
参
加
で
き
る
こ
と
な
ど
、
希
望
す
る
ス
ポ
ー
ツ
や

文
化
活
動
に
親
し
ん
だ
り
、
幅
広
い
知
識
や
技
能
を
習

得
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。
こ
れ
ま
で
の
部
活
動
の

目
的
に
加
え
市
民
一
人
ひ
と
り
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
や
文

化
芸
術
活
動
の
充
実
や
活
性
化
に
資
す
る
と
と
も
に
、

世
代
を
超
え
て
共
に
活
動
し
た
生
徒
が
新
た
な
担
い
手

と
な
り
、
次
の
世
代
を
支
え
る
と
い
う
活
力
あ
る
羽
島

市
の
地
域
活
動
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

ほり　たかかず

堀 　 隆 和
正統派クラブ

やまだ　こうじ

山 田 紘 治
自民クラブ

こんどう　しんじ

近 藤 伸 二
自民クラブ

防
災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て

大
規
模
災
害
に
備
え
、
市
は「
災
害
協
力
井
戸
」の

募
集
を
個
人
や
事
業
者
へ
呼
び
掛
け
て
い
る
が
、
今
後
、

実
効
性
の
あ
る
更
な
る
防
災
井
戸
の
整
備
に
つ
い
て
の

考
え
は
。

現
在
、
災
害
時
の
井
戸
の
利
用
に
つ
い
て
の
協
定

の
見
直
し
を
進
め
る
中
で
、
発
電
機
等
の
資
機
材
や
ポ

ン
プ
を
操
作
す
る
人
材
が
発
災
時
に
不
足
し
、
井
戸
は

あ
る
が
発
災
直
後
に
水
が
出
な
い
と
い
う
課
題
が
出
て

お
り
、
地
域
住
民
に
よ
る
給
水
へ
の
協
力
に
つ
い
て
整

理
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

平
和
学
習
に
つ
い
て

「
羽
島
市
非
核
平
和
都
市
宣
言
」を
発
表
し
て
い
る

が
、
戦
争
体
験
の
語
り
部
が
減
少
す
る
中
、
広
島
市
が

始
め
た
被
爆
体
験
を
ま
と
め
た
V
R
ゴ
ー
グ
ル
を
活
用

し
た
原
爆
展
の
開
催
な
ど
も
検
討
し
て
み
て
は
と
考
え

る
。
市
民
向
け
の
平
和
学
習
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

今
後
は
、
宣
言
の
周
知
を
さ
ら
に
進
め
な
が
ら
、

令
和
７
年
度
に
向
け
、
講
演
会
や
写
真
展
な
ど
、
市
民

の
方
々
の
平
和
意
識
の
よ
り
一
層
の
高
揚
を
図
る
べ
く
、

教
育
委
員
会
と
も
協
議
を
し
な
が
ら
、
効
果
的
な
催
し

を
計
画
し
て
い
く
。
そ
の
中
で
、
広
島
市
で
行
わ
れ
て

い
る
V
R
ゴ
ー
グ
ル
の
活
用
も
検
討
し
て
い
く
。

公
共
施
設
等
の
総
合
管
理
に
つ
い
て

不
二
竹
鼻
町
屋
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
現
状
は
。

令
和
３
年
度
歳
入
は
１
２
１
万
円
、
歳
出
は
美
術

品
保
管
料
、
光
熱
水
費
、
人
件
費
な
ど
で
、
１
７
６
９

万
円
、
４
年
度
歳
入
は
２
９
７
万
円
、
歳
出
は
１
９
３

２
万
円
、
５
年
度
歳
入
は
２
８
５
万
円
、
歳
出
は
２
０

２
５
万
円
で
あ
る
。

ぐ
る
っ
と
羽
島
、
山
車
会
館
の
現
状
は
。

ぐ
る
っ
と
羽
島
の
３
年
度
歳
入
は
、
羽
島
市
観
光

協
会
の
事
務
室
使
用
料
に
伴
う
貸
付
収
入
な
ど
で
33
万

円
、
歳
出
は
施
設
の
光
熱
水
費
や
運
営
業
務
委
託
料
な

ど
で
６
５
４
万
円
、
４
年
度
歳
入
は
31
万
円
、
歳
出
は

６
７
３
万
円
、
５
年
度
歳
入
は
52
万
円
、
歳
出
は
６
８

２
万
円
で
あ
る
。
竹
鼻
ま
つ
り
山
車
会
館
の
３
年
度
歳

入
は
、
入
館
料
や
太
陽
光
発
電
に
よ
る
売
電
収
入
で
19

万
円
、
歳
出
は
施
設
の
光
熱
水
費
や
運
営
業
務
委
託
料

な
ど
で
２
８
０
万
円
、
４
年
度
歳
入
は
18
万
円
、
歳
出

は
２
６
７
万
円
、
５
年
度
歳
入
は
19
万
円
、
歳
出
は
２

６
０
万
円
で
あ
る
。

各
施
設
の
今
後
の
運
営
方
針
は
。

各
施
設
は
地
域
の
活
性
化
に
資
す
る
文
化
観
光
施

設
と
い
う
側
面
に
加
え
、
児
童
生
徒
の
教
育
の
拠
点
と

し
て
の
役
割
を
併
せ
持
つ
施
設
で
あ
る
。
引
き
続
き
地

域
の
歴
史
・
文
化
に
親
し
む
場
と
し
て
、
竹
鼻
ま
ち
な

か
の
に
ぎ
わ
い
に
つ
な
が
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

旧
庁
舎
解
体
に
つ
い
て

旧
庁
舎
は
、
羽
島
市
出
身
の
著
名
な
建
築
家
、
坂

倉
準
三
氏
が
設
計
し
、
昭
和
34
年
に
完
成
、
日
本
建
築

学
会
賞
受
賞
、
Ｄ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
１
０

０
選
に
選
定
。
令
和
６
年
１
月
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
建
築
学

的
価
値
な
ど
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
名
建
築
で
あ
る
。

３
年
に
杭
の
本
数
が
２
０
０
本
ぐ
ら
い
と
い
う
話
が

あ
っ
た
が
、
５
年
度
に
６
１
４
本
と
い
う
答
弁
だ
っ
た
。

３
倍
近
く
に
増
加
し
た
こ
と
に
つ
い
て
第
三
者
委
員
会

で
調
査
願
い
た
い
。

杭
の
件
数
や
契
約
の
金
額
等
が
増
加
し
た
こ
と
も

含
め
、
全
部
、
執
行
部
側
は
十
分
な
説
明
を
し
、
そ
れ

に
基
づ
い
て
、
議
会
で
十
分
な
議
論
を
し
、
議
決
を
得

た
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。

公
共
工
事
入
札
に
お
い
て
談
合
が
発
生
し
て
い

る
可
能
性
に
つ
い
て

京
都
大
学
中
林
研
究
室
か
ら
、
市
発
注
公
共
工
事

入
札
に
お
い
て
談
合
が
発
生
し
て
い
る
可
能
性
に
つ
い

て
の
デ
ー
タ
結
果
が
送
付
さ
れ
た
。
ど
の
企
業
が
談
合

の
可
能
性
が
高
い
か
に
つ
い
て
、
調
査
を
依
頼
す
べ
き

で
は
。個

別
案
件
の
情
報
が
な
い
中
で
、
談
合
の
事
実
に

つ
い
て
調
査
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

はら　いちろう

原 　 一 郎
公明党

※
V
R
ゴ
ー
グ
ル
・
仮
想
現
実
映
像
を
体
験
す
る
機
器
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みなたに　きよし

南 谷 清 司
自民清和会

あんどう　まこと

安 藤 　 誠
自民清和会

道
路
整
備
の
在
り
方
に
つ
い
て

大
垣
と
一
宮
を
結
ぶ
よ
う
な
市
町
を
ま
た
ぐ
広
域

幹
線
道
路
整
備
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

広
域
道
路
網
整
備
の
促
進
を
図
る
た
め
、
関
係
す

る
自
治
体
で
期
成
同
盟
会
を
設
置
し
、
各
議
会
の
議
長
、

地
元
選
出
の
県
議
会
議
員
と
も
一
体
と
な
り
、
県
に
対

し
事
業
推
進
を
働
き
か
け
て
い
る
。
大
藪
大
橋
や
新
濃

尾
大
橋
（
仮
称
）
に
繋
が
る
本
田
加
賀
野
井
線
未
整
備

区
間
の
事
業
化
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
30
年
以
上
に

わ
た
る
県
と
の
事
前
調
整
を
踏
ま
え
、
市
議
会
の
参
画

も
得
て
い
る
期
成
同
盟
会
に
よ
り
、
複
数
の
自
治
体
で

一
括
し
て
県
へ
要
望
し
て
い
る
。
こ
の
連
携
を
継
続
す

る
こ
と
が
自
治
体
の
あ
る
べ
き
姿
と
考
え
る
。

不
登
校
支
援
に
つ
い
て

適
応
指
導
教
室
を
市
南
部
に
増
設
す
べ
き
で
は
な

い
か
。
適
応
指
導
教
室
の
名
称
を「
教
育
機
会
確
保
法
」

の
精
神
を
尊
重
し
た
名
称
へ
変
更
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

新
た
に
市
南
部
に
個
別
指
導
と
小
集
団
指
導
が
で

き
る
適
応
指
導
教
室
を
設
置
し
、
市
内
全
域
で
不
登
校

児
童
生
徒
の
居
場
所
づ
く
り
や
多
様
な
学
び
の
提
供
が

で
き
る
よ
う
検
討
す
る
。
ま
た
、
適
応
指
導
教
室
の
名

称
を
、
不
登
校
児
童
生
徒
が
社
会
的
自
立
に
向
け
て
主

体
的
に
学
ん
だ
り
活
動
し
た
り
す
る
こ
と
を
支
援
す
る

場
に
ふ
さ
わ
し
い
名
称
へ
変
更
す
る
こ
と
を
検
討
す
る
。

市
民
の
生
命
や
健
康
被
害
を
守
る
た
め
の
暑
さ

対
策
に
つ
い
て

令
和
６
年
の
夏
は「
観
測
史
上
最
も
暑
か
っ
た
」。

こ
の
尋
常
で
は
な
い
暑
さ
に
つ
い
て
も
は
や「
高
温
災

害
」と
と
ら
え
危
機
感
を
も
っ
て
い
る
。
市
民
の
高
温

対
策
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
対
策
を
備
え
て
い
る
か
。

熱
中
症
予
防
知
識
の
普
及
及
び
啓
発
や
、 

市
の
施

設
に
お
け
る
エ
ア
コ
ン
の
充
実
、 

ク
ー
リ
ン
グ
ス
ポ
ッ

ト
の
提
供
な
ど
を
推
進
し
て
い
く
。

「
指
定
暑
熱
避
難
施
設
」(

ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル

タ
ー) 

は
、 ど
の
よ
う
に
機
能
し
た
か
。

ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
と
し
て
県
内
で
は
初
め

て
日
本
郵
便
と
の
設
置
に
関
す
る
協
定
を
結
び
、
公
共

施
設
と
民
間
施
設
を
合
わ
せ
11
か
所
に
な
っ
た
。
利
用

状
況
は
把
握
し
て
い
な
い
が
、
引
き
続
き
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
登
録
を
募
集
す
る
。

高
温
時
や
低
温
時
の
避
難
所
の
冷
暖
房
対
策
に

つ
い
て大

規
模
な
避
難
所
と
な
る
体
育
館
な
ど
に
冷
暖
房

設
備
は
必
要
で
は
な
い
か
。
災
害
時
以
外
に
普
段
か
ら

利
用
す
る
児
童
・
生
徒
の
健
康
被
害
も
懸
念
さ
れ
る
。

体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
導
入
に
向
け
段
階

的
・
計
画
的
に
検
討
を
進
め
る
。

ラ
ン
ド
セ
ル
が
子
ど
も
達
に
与
え
る
影
響
に
つ

い
て２

０
１
８
年
度
に
文
部
科
学
省
が
い
わ
ゆ
る「
置

き
勉
」を
認
め
た
が
現
在
の
状
況
は
。

児
童
生
徒
の
学
年
や
教
材
・
学
習
用
具
の
使
用
頻

度
に
応
じ
て
学
校
に
置
い
て
い
っ
て
よ
い
物
を
認
め
た

り
、
１
人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
活
用
に
よ
り

ノ
ー
ト
類
の
持
ち
帰
り
を
減
ら
し
た
り
し
て
各
学
校
の

裁
量
に
よ
り
携
行
品
を
軽
減
す
る
よ
う
に
努
め
て
き
た
。

入
学
事
前
説
明
会
で
通
学
か
ば
ん
の
説
明
は
。

保
護
者
に
対
し
て
は
令
和
５
年
度
よ
り
、
市
内
全

て
の
保
育
園
幼
稚
園
及
び
こ
ど
も
園
を
通
じ
て
、
通
学

か
ば
ん
を
準
備
す
る
以
前
に
、
ラ
ン
ド
セ
ル
に
限
定
し

て
い
な
い
こ
と
を
文
書
で
周
知
す
る
と
と
も
に
、
入
学

説
明
会
等
に
お
い
て
も
同
様
の
内
容
を
周
知
し
て
い
る
。

子
ど
も
達
の
登
下
校
時
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

市
内
小
中
学
校
へ
教
育
委
員
会
か
ら
登
下
校
時
の

交
通
安
全
指
導
は
。

今
後
、
各
学
校
に
お
い
て
通
学
時
の
状
況
を
児
童

生
徒
と
と
も
に
再
度
確
認
を
す
る
こ
と
で
、
交
通
安
全

に
対
す
る
児
童
生
徒
の
主
体
性
を
促
し
、
通
学
路
の
変

更
も
視
野
に
入
れ
、
児
童
生
徒
が
安
全
で
安
心
し
て
通

学
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

かわやなぎ  まさひろ

川 柳 雅 裕
元気・羽島クラブ

聴覚に障がいのある方も議会を傍聴していただけます
手話通訳者の派遣をご希望の方は、傍聴希望日の７日前までに議会事務局にお申し込みください。
また、音が聞き取りにくい方へFM受信機とヘッドホンを貸し出します。

市議会を傍聴しましょう 次回の定例会の開会日は市ホームぺージや
市議会Facebookでご案内いたします。

羽島市議会
公式Facebookページ

はしま議会だよりを
アプリで配信

インターネット
LIVE中継 会議録検索 インターネット

録画中継
市議会

公式YouTube

意見交換会を開催しました
　市民の皆さんからの意見をお聴きし、それらを市政等に反映していくことを目的に、
市民との意見交換会を開催しています。
　令和 6 年度は 8 月 18 日に総務委員会が開催し、今後、民生文教委員会、産業建設
委員会においても開催を予定しております。
　意見交換会開催後は常任委員会ごとに、グループ発表資料などをもとに、対応方針
などについて協議し、取りまとめた結果をホームページなどで公開していきます。

テーマ１：スポーツ振興によるまちづくり
【グループから出た主な意見】

•	地理的利便性を活かした全国規模の大会が開催可能な
総合体育館や多数の観客収容可能なスタジアム等の建
設が望ましい。

•	専門的な公認指導員を育成するために、市の金銭的な
援助が必要ではないか。

•	朝８時からの利用時間を、他市の事例（６時３０分）
を参考に早めてほしい。

•	子育て支援としてのスポーツの役割を考えてみるべ
き。

常任委員会活動計画書を作成しました
　羽島市議会では令和６年度から、委員会活動の活性
化のため、常任委員会ごとに活動計画書を作成し、
計画に沿って活動しています。
　常任委員会ごとに重点テーマを決定し、テーマの
担当委員を中心に調査・研究を進め、任期の終わり
には活動報告書を作成し、委員の意見とあわせて、
市ホームページなどで市民の皆様に
公表していきます。

テーマ２：羽島市の防災（水害対策）について
【グループから出た主な意見】

•	３ｍ浸水した場合、水が引くのに１週間から１０日か
かる（国交省ＨＰ水害シミュレーション）ので、備蓄
３日では足りない。

•	住民は「怖い」から避難所に行くので、行政はこまめ
に避難所を開設するべき。

•	昭和 51 年以降、大きな水害がないため、避難方法が
分からない方が多い。

•	ハザードマップが分かりづらいので、雨の降水量から
わかるハザードマップがあればよい。

詳細はこちら

詳細はこちら
8月 18 日に開催した総務委員会意見交換会
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申し込みいただいた皆様の個人情報は意見交換会の運営に関する範囲で使用させていただきます。

申し込みフォームはこちら

申込先：議会事務局

TEL：058-392-1111（内線 2412）　FAX：058-391-1733

E-mail：gikai@city.hashima.lg.jp

参加ご希望の方は、申し込みフォーム（ＱＲコード）から申し込むか、
議会事務局までお問い合わせください。
市内在住、在勤、在学のどなたでも参加いただけます。

会場：不二羽島文化センター３０１会議室

参加費：無料

参加議員（産業建設委員）：

　粟津　明　後藤　徹　佐藤　健　後藤國弘　藤川貴雄　花村　隆

その他：具体的なテーマは、決定次第、市ホームページにてご案内いたします。

市
議
会
議
員
と

意
見
交
換

　

 

し
ま
せ
ん
か

開催日：令和７年１月２５日 (土 )午後１時３０分から

テーマ：羽島市の農業振興について

―羽島市議会意見交換会を開催します―

ふりがな

年　齢 　　　　　　　代
氏　名

住　所 □市内（　　　　　　　町）　　□市外
　

電　話

番　号


